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徳田地区町会長・生協長・公民館長・民生委員名簿

令和6年度 第38回徳田まつり in 能登歴史公園　収支決算書

（令和7年度）

町名 町会長 生産組合長 公民館長 民生委員
八幡町

国下町

千野町

多根町

八田町

中挾町

江曽町

飯川町

若林町

徳田新町

徳田町

下　町

白馬町

細口町

国分町

青葉台町

瀬戸喜三夫

堀　　和彦

杉森　義之

山中　豊秋

中山　　均

田中　　弘

竹森　誠一

天池　俊彦

小此内良一

北野　　馨

今井　憲介

叶田　明弘

白石　重一

坂井　助光

古木　敏和

川本　　茂

小林　勇利

堀　　和彦

木森　建一

竹山　久雄

石井　昌嘉

田中　　弘

森田　守信

法京　廣照

築山　武則

叶田　明弘

白石　重一

坂井　助光

中川　茂春

中野　通孝

井藤　充治

池田　信雄

中山　靖大

硲　　良男

竹森　秀一

室塚　圭貴

竹坊　　明

日光　和彦

辻井　信次

守　　義信

守友登志男

山森五三郎

土田　正宏

橋爪　義孝

渡　　信一

小林　陽子

堀　　絹代

白山　　博

出口　春枝

高塚　　博

竹森　康隆

奥井　敦士

岩本　和子

荒牧　　豊

水野　末次

岩﨑　俊治

笹山　清憲

稲田ソト子

登美眞由美

坂井美穂子

古木　佳子

高沢美和子

徳
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

功
労
者
表
彰

おめでとうございます
●
守
崎
　正
範
（
白
馬
町
）

●
芝
田
　信
栄
（
下
　町
）

●
竹
林
　忠
義
（
八
田
町
）

七
尾
鹿
島
防
犯
協
会

防
犯
功
労
者
表
彰

●
田
中
　
　弘
（
中
挟
町
）

●
中
村
　
　高
（
千
野
町
）

●
細
川
　吉
雄
（
八
幡
町
）

令
和
７
年
度

徳
田
地
区
各
種
団
体
長
名
簿

団
　
　体
　
　名

徳
田
地
区
町
会
連
合
会
会
長

徳
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長

徳
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

徳
田
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長

徳
田
健
老
会
連
合
会
会
長

徳
田
地
区
防
犯
委
員
会
会
長

徳
田
地
区
町
内
公
民
館
連
絡
協
議
会
会
長

徳
田
地
区
健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
連
絡
会
会
長

徳
田
地
区
子
ど
も
会
連
合
会
会
長

徳
田
地
区
防
災
士
会
会
長

徳
田
地
区
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
隊
長

湖
畔
公
園
コ
ロ
サ
管
理
組
合
事
務
局
長

徳
田
遺
族
会
会
長

徳
田
身
障
協
会
会
長

七
尾
市
立
朝
日
小
学
校
学
校
長

七
尾
市
立
七
尾
中
学
校
学
校
長

あ
さ
ひ
こ
ど
も
園
園
長

認
定
こ
ど
も
園
ひ
ま
わ
り
園
長

石
川
県
立
七
尾
東
雲
高
等
学
校
学
校
長

石
川
県
立
七
尾
特
別
支
援
学
校
学
校
長

み
の
り
園
園
長

七
尾
更
生
園
園
長

千
寿
苑
施
設
長

徳
田
地
区
交
通
安
全
推
進
隊
隊
長

徳
田
駐
在
所

七
尾
市
第
一
消
防
団
徳
田
分
団
長

の
と
里
山
里
海
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長

徳
田
郵
便
局
局
長

七
尾
市
議
会
議
員

氏
　名

坂
井

　助
光

武
元

　晴
彦

林

　
　繁
寿

稲
田
ソ
ト
子

吉
岡

　
　曙

守
友

　清
藏

中
野

　通
孝

今
井

　憲
介

坂
口

　敏
彦

堀
岡

　幸
代

田
中

　
　弘

長
野

　真
一

谷
口

　敏
成

堀

　
　二
郎

黒
坂
裕
美
子

山
原

　真
吾

初
見

　由
希

都

　由
紀
彦

大
森

　久
子

土
佐

　智
美

田
畑

　正
村

多
田

　実
次

北
山

　達
朗

宮
田

　定
幸

鎌
仲

　泰
生

沢
多

　忠
也

谷
内

　
　仁

堀
岡

　香
元

徳
田

　正
則

自
転
車
事
故
を
防
ご
う
！

　
昨
年
度
、
七
尾
警
察
署
管
内
で
は
、
３
件
の
交
通

死
亡
事
故
が
発
生
し
、
そ
の
内
１
件
は
車
と
自
転
車

が
衝
突
す
る
事
故
で
し
た
。
自
転
車
は
手
軽
に
利
用

で
き
る
反
面
、
交
通
事
故
に
な
れ
ば
重
傷
を
負
っ
た

り
、
命
を
失
う
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
時
の
被
害
を
軽
減
す
る

た
め
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今

回
は
、
自
転
車
を
安
全
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

①
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行
、
歩
道
は
例
外
、
歩

行
者
を
優
先

　
車
道
と
歩
道
の
区
別
が
あ
る
道
路
で
は
車
道
通

行
が
原
則
と
な
り
、
車
道
の
左
側
に
寄
っ
て
通
行

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
道
路
標
識
な
ど
に
よ

り
、
歩
道
を
通
行
で
き
る
場
合
は
、
車
道
寄
り
の

部
分
を
徐
行
し
、
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
と
き

は
一
時
停
止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を
守
っ
て
、
安
全

確
認

　
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
で
は
、
信
号
が
青
に

な
っ
て
か
ら
安
全
を
確
認
し
、
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

一
時
停
止
の
標
識
の
あ
る
箇
所
や
見
と
お
し
の
悪

い
交
差
点
で
は
一
時
停
止
を
し
て
、
安
全
を
確
認

し
て
か
ら
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

　
夜
間
、
無
灯
火
で
は
、
前
方
の
安
全
確
認
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
周
り
か
ら
も
見
え
に
く
く
な

り
、
大
変
危
険
で
す
。
自
転
車
に
乗
る
前
は
ラ
イ

ト
が
点
く
か
点
検
し
、
夜
間
走
行
時
は
、
必
ず
点

灯
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

④
飲
酒
運
転
は
禁
止

　
自
転
車
も
自
動
車
の
場
合
と
同
様
に
、
お
酒
を

飲
ん
だ
と
き
は
、
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
厳

し
い
処
分
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
飲
酒
運
転
し
て
い

た
本
人
の
ほ
か
、
酒
類
を
提
供
し
た
人
や
自
転
車

を
貸
し
た
人
も
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
は
、
交
通
事
故
時
に
お
け

る
被
害
軽
減
を
図
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

ま
た
、
子
供
を
幼
児
用
座
席
に
乗
せ
る
と
き
も
、

幼
児
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

〈収入の部〉
項目

繰越金

協力金

助成金

事業収入

雑収入
合計

189,481
250,000
660,000
50,000

540,000
106,000

519
1,796,000

189,481
200,000
697,000
50,000

661,900
106,460

35
1,904,876

令和5年度より
各町協力金（町連から）
特別協賛金（108件分）
獅子舞・太鼓に係る支援
模擬店売上
リサイクルバザー売上
貯金利息 他

予算額 決算額 備考
〈支出の部〉

項目
事務費
報償費
会場設営費
広報宣伝費
事業費
食糧費
予備費
合計

120,000
280,000
410,000
380,000
430,000
140,000
36,000

1,796,000

97,662
283,066
422,682
391,164
446,124
151,157

0
1,791,855

消耗品費・通信費等
出演謝礼等

ポスター･チラシ印刷代等
模擬店材料・加工品代等

（収入合計）1,904,876円 －（支出合計）1,791,855円 ＝（次年度繰越金）113,021円

予算額 決算額 備考

音響･発電機・配線工事
会場備品代等

来賓・準備弁当・
お茶代等 反省会費

じ
い
ち
ゃ
ん
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

じ
い
ち
ゃ
ん
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

お
は
な
し
ぶ
く
ろ

お
は
な
し
ぶ
く
ろ

（
次
回
は
国
下
町
）

文
・
徳
田
「
郷
土
の
民
話
」
研
究
会

絵
・
橋
元

　道
彦

（
八
幡
町
）

『
黄
金
の
神
輿
』

お

　う

　ご

　ん

　
　
　
　
　 

み

　
　こ

　し

　八
幡
神
社
の
後
方
に
、
周
囲
七
、
八
間
ほ
ど
の

小
さ
い
池
が
あ
り
、

 

「
黄
金
の
神
輿
」
が
、
埋
ま
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　そ
の
昔
、
城
山
の
畠
山
氏
が
栄
え
た
頃
、
八
幡
神
社

と
も
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
八
幡
神
社
に
は
、
畠
山
氏
の
神
輿
が
置
い

て
あ
り
ま
し
た
。

　と
こ
ろ
が
、
城
山
は
、
上
杉
謙
信
に
攻
め
ら
れ
、

畠
山
氏
は
滅
び
ま
し
た
。

　八
幡
村
で
は
、「
上
杉
勢
は
、
き
っ
と
、
こ
の
黄
金
の

神
輿
も
、
奪
い
に
く
る
に
違
い
な
い
。」

 

「
奪
わ
れ
る
く
ら
い
な
ら
、
い
っ
そ
、
こ
の
池
に
埋
め
、

か
く
し
て
し
ま
お
う
。」
と
、
池
に
沈
め
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　後
年
、
掘
っ
て
み
よ
う
と
の
話
に
な
り
ま
す
が
、

誰
も
、
手
を
つ
け
る
者
が
な
く
、
静
か
に
ね
む
っ
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

や 

わ
た
じ
ん
じ
ゃ

　 

こ
う
ほ
う

　
　
　し
ゅ
う
い

　
　
　
　
　  

け
ん

じ
ょ
う
や
ま

　 

は
た
け
や
ま

　
　
　 

さ
か

ふ
か

こ
う
ね
ん

　
　  

ほ

し
ず

う
え
す
ぎ
け
ん
し
ん

　
　 

せ

う
え
す
ぎ
ぜ
い

う
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ち
が

し
ず

う
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

う
ず

ほ
ろ

う

－新鮮なニュースとホットな心をお伝えします－ 民話の里とくだ
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広報 とくだ ２

　令
和
７
年
度
も
２
箇
月
余
り
経
過
し
ま
し
た
が
、
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

　未
曾
有
の
能
登
半
島
大
震
災
か
ら
１
年
半
余
り
た
ち
、
未

だ
心
身
と
も
に
い
え
な
い
方
も
多
く
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
本
格
的
な
復
興
へ
の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　令
和
６
年
度
を
少
し
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
10
月
の
第

38
回
徳
田
ま
つ
り
は
奇
跡
的
に
も
幸
運
な
天
候
に
恵
ま
れ
、

一
昨
年
に
も
増
し
て
大
盛
況
で
し
た
。
11
月
の
第
20
回
徳
田

美
術
作
家
展
は
民
話
の
里
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
同
時
開
催
し
、
過
去
最
多
の
来
場
者
を

記
録
し
た
令
和
５
年
度
よ
り
更
に
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
ま

し
た
。

　ま
た
、「
ふ
る
さ
と
創
生
ゆ
め
基
金
」
を
活
用
し
て
、
地

域
の
宝
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
の
民
話
」
を
基
に
民
話
マ
ッ
プ
、

か
る
た
を
作
成
し
ま
し
た
。
更
に
、
朝
日
小
学
校
３
年
生
に

よ
る
民
話
を
題
材
に
し
た
手
作
り
の
す
ご
ろ
く
も
作
成
し
、

交
流
を
図
り
ま
し
た
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
「
心
の
ふ

る
里
と
く
だ
」
を
実
感
で
き
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
活

動
を
し
ま
し
た
。

　従
来
、
大
運
動
会
と
し
て
長
年
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
か
ら
ス
ポ
レ
ク
大
会
と
銘
打
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。
少

子
高
齢
化
、
人
口
減
少
傾
向
に
コ
ロ
ナ
禍
や
震
災
の
影
響
も

相
ま
っ
て
、
時
間
や
運
営
方
法
等
を
見
直
し
、
長
く
続
け
て

行
け
る
様
に
変
更
し
ま
し
た
。

　次
に
、令
和
７
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
七
尾
市
の「
震

災
復
興
ゆ
め
基
金
事
業
」
を
活
用
し
た
主
な
計
画
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

①
震
災
時
に
コ
ミ
セ
ン
が
市
の
指
定
避
難
所
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
重
要
性
を
再
認
識
し
充

実
さ
せ
る
。

②
高
齢
化
が
進
む
現
状
、
孤
独
に
な
り
が
ち
な
住
民
に
対
し

て
仲
間
づ
く
り
と
健
康
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
機
会
を

提
供
す
る
。

③
少
子
化
や
生
活
習
慣
の
多
様
化
で
子
供
同
士
の
交
流
が
希

薄
に
な
っ
て
い
る
今
日
、
例
え
ば
食
育
を
通
し
て
解
消
を

図
る
。

④
令
和
５
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
民
話
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
持
続
可
能
な
内
容
に
進
化
さ
せ
る
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、「
徳
田
地
区
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ

た
」
と
思
え
る
様
、
明
る
く
希
望
が
持
て
る
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
の
温
か
い
強
力
な
ご
支
援
を
、
相
変
わ
ら
ず
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
６
年
度 

収
支
決
算
書

徳
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　会
長
　武
元
　晴
彦

徳田地区まちづくり協議会事業予算決算

令
和
７
年
度 

収
支
予
算
書

令
和
７
年
度 

ご
挨
拶一般の部【総合】

優　勝　飯川町
第２位　千野町
第３位　中挟町

子どもの部【総合】
優　勝　徳田町
第２位　若林町
第３位　白馬町

日時：令和7年 5月18日（日）
　　　8：30～11：30
場所：朝日小学校グラウンド

第71回
徳田地区スポレク大会
第71回
徳田地区スポレク大会
第71回
徳田地区スポレク大会
第71回
徳田地区スポレク大会

12,140,000 13,234,075 12,950,000
【支出の部】 【支出の部】

【収入の部】 【収入の部】

7,683,430 8,335,898
1,491,570 1,510,798

752,000 714,077

1,525,000 1,306,630

145,000

380,000

93,000 75,703

70,000 51,061

12,140,000 12,502,982
90,000
641,093

12,140,000 13,234,075

8,549,913
1,570,087

750,000

1,385,000

85,000

447,000

93,000

70,000

12,950,000

皆様のご参加・ご協力
　　ありがとうございました
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　令
和
７
年
度
も
２
箇
月
余
り
経
過
し
ま
し
た
が
、
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

　未
曾
有
の
能
登
半
島
大
震
災
か
ら
１
年
半
余
り
た
ち
、
未

だ
心
身
と
も
に
い
え
な
い
方
も
多
く
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
本
格
的
な
復
興
へ
の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　令
和
６
年
度
を
少
し
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
10
月
の
第

38
回
徳
田
ま
つ
り
は
奇
跡
的
に
も
幸
運
な
天
候
に
恵
ま
れ
、

一
昨
年
に
も
増
し
て
大
盛
況
で
し
た
。
11
月
の
第
20
回
徳
田

美
術
作
家
展
は
民
話
の
里
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
同
時
開
催
し
、
過
去
最
多
の
来
場
者
を

記
録
し
た
令
和
５
年
度
よ
り
更
に
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
ま

し
た
。

　ま
た
、「
ふ
る
さ
と
創
生
ゆ
め
基
金
」
を
活
用
し
て
、
地

域
の
宝
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
の
民
話
」
を
基
に
民
話
マ
ッ
プ
、

か
る
た
を
作
成
し
ま
し
た
。
更
に
、
朝
日
小
学
校
３
年
生
に

よ
る
民
話
を
題
材
に
し
た
手
作
り
の
す
ご
ろ
く
も
作
成
し
、

交
流
を
図
り
ま
し
た
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
「
心
の
ふ

る
里
と
く
だ
」
を
実
感
で
き
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
活

動
を
し
ま
し
た
。

　従
来
、
大
運
動
会
と
し
て
長
年
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
か
ら
ス
ポ
レ
ク
大
会
と
銘
打
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。
少

子
高
齢
化
、
人
口
減
少
傾
向
に
コ
ロ
ナ
禍
や
震
災
の
影
響
も

相
ま
っ
て
、
時
間
や
運
営
方
法
等
を
見
直
し
、
長
く
続
け
て

行
け
る
様
に
変
更
し
ま
し
た
。

　次
に
、令
和
７
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
七
尾
市
の「
震

災
復
興
ゆ
め
基
金
事
業
」
を
活
用
し
た
主
な
計
画
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

①
震
災
時
に
コ
ミ
セ
ン
が
市
の
指
定
避
難
所
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
重
要
性
を
再
認
識
し
充

実
さ
せ
る
。

②
高
齢
化
が
進
む
現
状
、
孤
独
に
な
り
が
ち
な
住
民
に
対
し

て
仲
間
づ
く
り
と
健
康
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
機
会
を

提
供
す
る
。

③
少
子
化
や
生
活
習
慣
の
多
様
化
で
子
供
同
士
の
交
流
が
希

薄
に
な
っ
て
い
る
今
日
、
例
え
ば
食
育
を
通
し
て
解
消
を

図
る
。

④
令
和
５
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
民
話
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
持
続
可
能
な
内
容
に
進
化
さ
せ
る
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、「
徳
田
地
区
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ

た
」
と
思
え
る
様
、
明
る
く
希
望
が
持
て
る
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
の
温
か
い
強
力
な
ご
支
援
を
、
相
変
わ
ら
ず
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
６
年
度 

収
支
決
算
書

徳
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　会
長
　武
元
　晴
彦

徳田地区まちづくり協議会事業予算決算

令
和
７
年
度 

収
支
予
算
書

令
和
７
年
度 

ご
挨
拶一般の部【総合】

優　勝　飯川町
第２位　千野町
第３位　中挟町

子どもの部【総合】
優　勝　徳田町
第２位　若林町
第３位　白馬町
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11 

月

12 
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月
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月
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月

月徳田地区町会連合会 徳田地区
社会福祉協議会徳田地区まちづくり協議会

第 1回役員会　　　総会
春の防犯パトロール支援
徳田地区歓送迎会

徳田地区スポレク大会
高齢者移動研修

七尾市町会連合会総会 物故会員追悼法要

広報とくだ発行　　第１回運営審議会
七尾バイパス・一本松公園花壇花植え
地区バレーボール大会

福祉視察研修　
家庭教育座談会
御祓川水系河川改修の促進改修計画の勉強会
防災研修会

夏の防犯パトロール支援
家庭教育座談会

広報とくだ発行
第 2 回役員会

七尾バイパス・一本松公園花壇花植え
徳田まつり

先進地視察研修
徳田美術作家展
地区ソフトボール大会
すくすくセミナー

広報とくだ発行　　第２回運営審議会
年末防犯パトロール支援
地域除雪活動（12 月～３月）

地区はたちのつどい祝賀会
徳田地区新年のつどい

第 3 回役員会
地区卓球大会
新１年生を祝う会
町内公民館役員研修会

広報とくだ発行
まちづくりセミナー

役員会
徳田地区歓送迎会

定例会
視察研修旅行

定例会

七尾市町会連合会行政懇談会

徳田まつり

役員会

役員会
定例会

徳田地区新年のつどい

役員会
定例会

篤志寄付募金運動

良心市（通年）
定期総会

徳田健老会連合会総会 総会

がん検診・特定健診受診勧奨

老人クラブ全国一斉「社会奉仕
の日」

共同募金運動

徳田まつり
七尾市議長杯スカットボール大会

七尾市世代間交流作品展

徳田健老会連合会役員研修会

監査・理事会

日赤社員増強運動

幸せのつどい
長寿者顕彰

徳田健老会連合会
　グラウンドゴルフ大会
役員・女性部リーダー研修会

連合会スカットボール大会こんにちは赤ちゃんプレゼント
一日研修旅行

戦没者追悼法要
平和の礎清掃奉仕作業

民生児童委員・福祉推進研修会

世代間交流

単位老人クラブ助成
歳末助け合い運動

卒園児記念品贈呈
とくだ社協だより編集発行

徳田健老会連合会 徳田地区健康まち
づくり推進連絡会

徳田地区
子ども会連合会 徳田地区防犯委員会

料理教室（生活習慣病・フレイ
ル予防）

がん検診特定健診受診勧奨

水飲みボランティア

水飲みボランティア
役員会

徳田まつり

シニアカフェ
ウォーキング大会

七尾市老人クラブ連合会研修会
徳田健老会連合会輪投げ大会

役員会

徳田地区スポレク大会

ドッジボール大会
民話かるたすごろく大会

七尾市子ども大会

将棋・オセロ大会

春の防犯活動期間
新学期始め10 日間
徳田駅、朝日小学校、七尾中学校
の生徒通学路、東雲高校の入口
玄関前声掛け見守り
青色回転灯車（青パト）による
指定地域内防犯パトロール実施
スポレク大会・朝スポ会場周辺
パトロール

青色回転灯車（青パト）による
指定地域内防犯パトロール実施

夏の防犯パトロール
徳田駅、朝日小学校、七尾中学校
生徒通学路、東雲高校の入口周辺
道路

青色回転灯車（青パト）による
指定地域内防犯パトロール実施
全国地域安全運動参加 10 日間

青色回転灯車（青パト）による
指定地域内防犯パトロール実施
朝日小持久走大会周辺パトロール

年末パトロール実施
地区金融機関訪問、コンビニ訪問
注意喚起活動

青色回転灯車（青パト）による
指定地域内防犯パトロール実施

年間通し　コミセンだより発行（毎月）　　民話出前活動の実施
　　　　　青パト巡回パトロール 　  シルバーリハビリ体操
　　　　　ゆっくりカフェ（月一回）　　　結ネット導入・利用
　　　　　ふれあい子ども食堂

青色回転灯車（青パト）による
指定地域内防犯パトロール実施
石川防犯ステップアップ講座参加

青色回転灯車（青パト）による
指定地域内防犯パトロール実施

青色回転灯車（青パト）による
指定地域内防犯パトロール実施
朝日小1年生交通・防犯教室

青色回転灯車（青パト）による
指定地域内防犯パトロール実施

なななキッズ交流会

令和7年度 徳田地区令和7年度 徳田地区令和7年度 徳田地区令和7年度 徳田地区 各種団体行事計画各種団体行事計画各種団体行事計画各種団体行事計画
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徳田地区町会長・生協長・公民館長・民生委員名簿

令和6年度 第38回徳田まつり in 能登歴史公園　収支決算書

（令和7年度）

町名 町会長 生産組合長 公民館長 民生委員
八幡町

国下町

千野町

多根町

八田町

中挾町

江曽町

飯川町

若林町

徳田新町

徳田町

下　町

白馬町

細口町

国分町

青葉台町

瀬戸喜三夫

堀　　和彦

杉森　義之

山中　豊秋

中山　　均

田中　　弘

竹森　誠一

天池　俊彦

小此内良一

北野　　馨

今井　憲介

叶田　明弘

白石　重一

坂井　助光

古木　敏和

川本　　茂

小林　勇利

堀　　和彦

木森　建一

竹山　久雄

石井　昌嘉

田中　　弘

森田　守信

法京　廣照

築山　武則

叶田　明弘

白石　重一

坂井　助光

中川　茂春

中野　通孝

井藤　充治

池田　信雄

中山　靖大

硲　　良男

竹森　秀一

室塚　圭貴

竹坊　　明

日光　和彦

辻井　信次

守　　義信

守友登志男

山森五三郎

土田　正宏

橋爪　義孝

渡　　信一

小林　陽子

堀　　絹代

白山　　博

出口　春枝

高塚　　博

竹森　康隆

奥井　敦士

岩本　和子

荒牧　　豊

水野　末次

岩﨑　俊治

笹山　清憲

稲田ソト子

登美眞由美

坂井美穂子

古木　佳子

高沢美和子

徳
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

功
労
者
表
彰

おめでとうございます
●
守
崎
　正
範
（
白
馬
町
）

●
芝
田
　信
栄
（
下
　町
）

●
竹
林
　忠
義
（
八
田
町
）

七
尾
鹿
島
防
犯
協
会

防
犯
功
労
者
表
彰

●
田
中
　
　弘
（
中
挟
町
）

●
中
村
　
　高
（
千
野
町
）

●
細
川
　吉
雄
（
八
幡
町
）

令
和
７
年
度

徳
田
地
区
各
種
団
体
長
名
簿

団
　
　体
　
　名

徳
田
地
区
町
会
連
合
会
会
長

徳
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長

徳
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

徳
田
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長

徳
田
健
老
会
連
合
会
会
長

徳
田
地
区
防
犯
委
員
会
会
長

徳
田
地
区
町
内
公
民
館
連
絡
協
議
会
会
長

徳
田
地
区
健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
連
絡
会
会
長

徳
田
地
区
子
ど
も
会
連
合
会
会
長

徳
田
地
区
防
災
士
会
会
長

徳
田
地
区
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
隊
長

湖
畔
公
園
コ
ロ
サ
管
理
組
合
事
務
局
長

徳
田
遺
族
会
会
長

徳
田
身
障
協
会
会
長

七
尾
市
立
朝
日
小
学
校
学
校
長

七
尾
市
立
七
尾
中
学
校
学
校
長

あ
さ
ひ
こ
ど
も
園
園
長

認
定
こ
ど
も
園
ひ
ま
わ
り
園
長

石
川
県
立
七
尾
東
雲
高
等
学
校
学
校
長

石
川
県
立
七
尾
特
別
支
援
学
校
学
校
長

み
の
り
園
園
長

七
尾
更
生
園
園
長

千
寿
苑
施
設
長

徳
田
地
区
交
通
安
全
推
進
隊
隊
長

徳
田
駐
在
所

七
尾
市
第
一
消
防
団
徳
田
分
団
長

の
と
里
山
里
海
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長

徳
田
郵
便
局
局
長

七
尾
市
議
会
議
員

氏
　名

坂
井

　助
光

武
元

　晴
彦

林

　
　繁
寿

稲
田
ソ
ト
子

吉
岡

　
　曙

守
友

　清
藏

中
野

　通
孝

今
井

　憲
介

坂
口

　敏
彦

堀
岡

　幸
代

田
中

　
　弘

長
野

　真
一

谷
口

　敏
成

堀

　
　二
郎

黒
坂
裕
美
子

山
原

　真
吾

初
見

　由
希

都

　由
紀
彦

大
森

　久
子

土
佐

　智
美

田
畑

　正
村

多
田

　実
次

北
山

　達
朗

宮
田

　定
幸

鎌
仲

　泰
生

沢
多

　忠
也

谷
内

　
　仁

堀
岡

　香
元

徳
田

　正
則

自
転
車
事
故
を
防
ご
う
！

　
昨
年
度
、
七
尾
警
察
署
管
内
で
は
、
３
件
の
交
通

死
亡
事
故
が
発
生
し
、
そ
の
内
１
件
は
車
と
自
転
車

が
衝
突
す
る
事
故
で
し
た
。
自
転
車
は
手
軽
に
利
用

で
き
る
反
面
、
交
通
事
故
に
な
れ
ば
重
傷
を
負
っ
た

り
、
命
を
失
う
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
時
の
被
害
を
軽
減
す
る

た
め
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今

回
は
、
自
転
車
を
安
全
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

①
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行
、
歩
道
は
例
外
、
歩

行
者
を
優
先

　
車
道
と
歩
道
の
区
別
が
あ
る
道
路
で
は
車
道
通

行
が
原
則
と
な
り
、
車
道
の
左
側
に
寄
っ
て
通
行

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
道
路
標
識
な
ど
に
よ

り
、
歩
道
を
通
行
で
き
る
場
合
は
、
車
道
寄
り
の

部
分
を
徐
行
し
、
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
と
き

は
一
時
停
止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を
守
っ
て
、
安
全

確
認

　
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
で
は
、
信
号
が
青
に

な
っ
て
か
ら
安
全
を
確
認
し
、
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

一
時
停
止
の
標
識
の
あ
る
箇
所
や
見
と
お
し
の
悪

い
交
差
点
で
は
一
時
停
止
を
し
て
、
安
全
を
確
認

し
て
か
ら
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

　
夜
間
、
無
灯
火
で
は
、
前
方
の
安
全
確
認
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
周
り
か
ら
も
見
え
に
く
く
な

り
、
大
変
危
険
で
す
。
自
転
車
に
乗
る
前
は
ラ
イ

ト
が
点
く
か
点
検
し
、
夜
間
走
行
時
は
、
必
ず
点

灯
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

④
飲
酒
運
転
は
禁
止

　
自
転
車
も
自
動
車
の
場
合
と
同
様
に
、
お
酒
を

飲
ん
だ
と
き
は
、
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
厳

し
い
処
分
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
飲
酒
運
転
し
て
い

た
本
人
の
ほ
か
、
酒
類
を
提
供
し
た
人
や
自
転
車

を
貸
し
た
人
も
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
は
、
交
通
事
故
時
に
お
け

る
被
害
軽
減
を
図
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

ま
た
、
子
供
を
幼
児
用
座
席
に
乗
せ
る
と
き
も
、

幼
児
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

〈収入の部〉
項目

繰越金

協力金

助成金

事業収入

雑収入
合計

189,481
250,000
660,000
50,000

540,000
106,000

519
1,796,000

189,481
200,000
697,000
50,000

661,900
106,460

35
1,904,876

令和5年度より
各町協力金（町連から）
特別協賛金（108件分）
獅子舞・太鼓に係る支援
模擬店売上
リサイクルバザー売上
貯金利息 他

予算額 決算額 備考
〈支出の部〉

項目
事務費
報償費
会場設営費
広報宣伝費
事業費
食糧費
予備費
合計

120,000
280,000
410,000
380,000
430,000
140,000
36,000

1,796,000

97,662
283,066
422,682
391,164
446,124
151,157

0
1,791,855

消耗品費・通信費等
出演謝礼等

ポスター･チラシ印刷代等
模擬店材料・加工品代等

（収入合計）1,904,876円 －（支出合計）1,791,855円 ＝（次年度繰越金）113,021円

予算額 決算額 備考

音響･発電機・配線工事
会場備品代等

来賓・準備弁当・
お茶代等 反省会費

じ
い
ち
ゃ
ん
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

じ
い
ち
ゃ
ん
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

お
は
な
し
ぶ
く
ろ

お
は
な
し
ぶ
く
ろ

（
次
回
は
国
下
町
）

文
・
徳
田
「
郷
土
の
民
話
」
研
究
会

絵
・
橋
元

　道
彦

（
八
幡
町
）

『
黄
金
の
神
輿
』

お

　う

　ご

　ん

　
　
　
　
　 
み

　
　こ

　し

　八
幡
神
社
の
後
方
に
、
周
囲
七
、
八
間
ほ
ど
の

小
さ
い
池
が
あ
り
、

 

「
黄
金
の
神
輿
」
が
、
埋
ま
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　そ
の
昔
、
城
山
の
畠
山
氏
が
栄
え
た
頃
、
八
幡
神
社

と
も
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
八
幡
神
社
に
は
、
畠
山
氏
の
神
輿
が
置
い

て
あ
り
ま
し
た
。

　と
こ
ろ
が
、
城
山
は
、
上
杉
謙
信
に
攻
め
ら
れ
、

畠
山
氏
は
滅
び
ま
し
た
。

　八
幡
村
で
は
、「
上
杉
勢
は
、
き
っ
と
、
こ
の
黄
金
の

神
輿
も
、
奪
い
に
く
る
に
違
い
な
い
。」

 

「
奪
わ
れ
る
く
ら
い
な
ら
、
い
っ
そ
、
こ
の
池
に
埋
め
、

か
く
し
て
し
ま
お
う
。」
と
、
池
に
沈
め
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　後
年
、
掘
っ
て
み
よ
う
と
の
話
に
な
り
ま
す
が
、

誰
も
、
手
を
つ
け
る
者
が
な
く
、
静
か
に
ね
む
っ
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

や 

わ
た
じ
ん
じ
ゃ

　 

こ
う
ほ
う

　
　
　し
ゅ
う
い

　
　
　
　
　  

け
ん

じ
ょ
う
や
ま

　 

は
た
け
や
ま

　
　
　 

さ
か

ふ
か

こ
う
ね
ん

　
　  

ほ

し
ず

う
え
す
ぎ
け
ん
し
ん

　
　 

せ

う
え
す
ぎ
ぜ
い

う
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ち
が

し
ず

う
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

う
ず

ほ
ろ

う

－新鮮なニュースとホットな心をお伝えします－ 民話の里とくだ
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